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ら
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平
成　

年
２
月
に
市
長
に
就
任
し
２
年
が
経
過
し
ま

２３

し
た
。
そ
の
間
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
窓
口
の
日
曜
開
庁
や
、
小
児

マ
ル
福
制
度
の
拡
大
な
ど
の
施
策
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
県
外
自
治
体
や
団

体
等
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
、
防
災
体
制
の
強
化
・
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
、
市
長
公
約
の
達
成
状
況
や
主
な
施
策
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
各
種
施

策
の
実
現
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
車
座
会
議
（
ふ
れ
あ
い
座
談
会
）

　

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
市
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
長
が
直
接
市
民
の

皆
様
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
市
政
に
つ
い

て
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
お
聴
き
す
る

『
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
』
を

平
成　

年
９
月
か
ら
開
始
し
、
現
在
ま
で

２３

に　

回
開
催
し
ま
し
た
。

１９

　

座
談
会
で
は
、
自
治
会
や
団
体
か
ら
出

さ
れ
た
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
の
交

換
や
市
施
策
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
疑

応
答
を
市
長
と
行
っ
て
い
ま
す
。

●
経
営
戦
略
会
議

　

市
の
政
策
や
運
営
に
関
し
て
学
識
経
験

者
や
企
業
経
営
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
政
策
を
推
進
す
る
た

め
、
５
人
の
委
員
か
ら
な
る
那
珂
市
経
営

戦
略
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
２
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催

２４

し
、
現
在
ま
で
に　

回
の
会
議
を
重
ね
、

１１

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
市
の
活
性
化
な

ど
に
つ
い
て
委
員
の
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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市長と話そうふれあい座談会
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問
い
合
わ
せ

●
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計

画
・
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
移
動
手
段
を
確

保
し
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、「
那
珂
市

地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
設
置
し
、「
那
珂

市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」
の
策
定
お

よ
び
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
２
年
間
の
実
証

２５

運
行
を
行
い
、
市
に
と
っ
て
「
利
便
性
の

高
い
効
果
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は
何

か
」
を
検
証
し
ま
す
。
計
画
し
て
い
る
の

は
現
在
の
ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
地
区
コ
ー
ス

に
替
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
ま
わ
り
バ
ス

ル
ー
ト
の
一
部
を
継
続
し
て
運
行
し
、
利

用
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
運
行
計
画

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

那珂市地域公共交通会議

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
サ
ー
ビ
ス

市
民
サ
ー
ビ
ス

市
民
サ
ー
ビ
ス

●
市
役
所
の
日
曜
開
庁

　

平
成　

年
９
月
か
ら
日
曜
日
に
市
役
所

２３

を
開
庁
し
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
･
抄

本
、
印
鑑
証
明
の
交
付
な
ど
の
市
民
課
窓

口
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
曜
日
は
１
階
窓
口
課
、
２
階

こ
ど
も
課
に
お
い
て
午
後
７
時　

分
ま
で

３０

窓
口
延
長
業
務
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

●
市
民
便
利
帳
の
発
行

　

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
の
案

内
な
ど
、
市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま

と
め
た
「
那
珂
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の

作
成
・
配
布
を
官
民
協
働
発
行
事
業
者「
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
」
の
協
力
に
よ
り
、
平
成　
２４

年
６
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

日曜開庁（市民課窓口）



広報なか２月号３

　

平
成　

年　

月
か
ら
、
小
児
マ
ル
福
の

２３

１０

受
給
対
象
者
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら
、
不
妊
治

２４

療
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
に
係
る
経
費
助
成
を
開
始

し
ま
し
た
。

●
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、　
２４

時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
納
税
が
可
能
と

な
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
平
成　

年
４
月
か

２４

ら
開
始
し
、
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

●
生
活
道
路
の
優
先
整
備

　

今
ま
で
の
道
路
整
備
基
準
を
緩
和
し
、

生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
よ
り
利
便
性
を

高
め
た
運
用
に
改
め
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
・
財
源
確
保

行
財
政
改
革
・
財
源
確
保

行
財
政
改
革
・
財
源
確
保

●
小
児
マ
ル
福
制
度
の
拡
大
・
特
定

不
妊
治
療
費
の
助
成

●
市
長
専
用
公
用
車
の
廃
止

　

市
長
専
用
公
用
車
を
廃
止
し
、
不
用
と

な
っ
た
公
用
車
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
売
却

を
行
い
、
市
の
財
源
と
し
ま
し
た
。
現

在
、
市
長
公
務
に
つ
い
て
は
共
用
公
用
車

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
仕
分
け

　

平
成　

年
９
月
に
中
央
公
民
館
で
、
市

２４

民
視
点
で
の
評
価
を
取
り
入
れ
た
市
民
判

定
人
方
式
に
よ
る
事
業
仕
分
け
を
行
い
ま

し
た
。
事
業
仕
分
け
は
公
開
で
開
催
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生

中
継
を
実
施
し
ま
し
た
。

事業仕分けの実施

●
自
主
財
源
の
確
保

　

自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
マ
ッ

ト
レ
ン
タ
ル
業
者
と
広
告
入
り
マ
ッ
ト
の

設
置
契
約
を
結
び
、
平
成　

年
８
月
か
ら

２３

市
民
課
カ
ウ
ン
タ
ー
前
な
ど
に
広
告
入
り

マ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
告

入
り
郵
送
用
封
筒
等
の
無
償
提
供
の
協
定

を
広
告
代
理
業
者
と
締
結
し
ま
し
た
。
広

報
な
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
動
画
モ
ニ

タ
ー
な
ど
の
媒
体
と
併
せ
、
今
後
も
収
入

の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
市
長
報
酬
の
減
額

　

同
規
模
自
治
体
と
比
べ
て
高
か
っ
た
市

長
報
酬
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら　

％
減

２３

１０

額
し
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
の
電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
る

財
政
負
担
の
増
を
軽
減
す
る
た
め
、
業
務

用
電
力
と
し
て
東
京
電
力
か
ら
供
給
を
受

け
て
い
る
市
内
の
施
設
の
中
で
、
安
価
な

料
金
で
供
給
可
能
な
小
・
中
学
校
や
総
合

公
園
な
ど
を
含
む
計　

施
設
に
つ
い
て
、

２３

平
成　

年
７
月
か
ら
特
定
規
模
電
気
事
業

２４

者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
に
契
約
を
切
り
替
え
ま
し

た
。

●
特
定
規
模
電
気
事
業
者（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）

と
の
契
約

防
災
・
災
害
対
策

防
災
・
災
害
対
策

防
災
・
災
害
対
策

道
の
駅
事
業

道
の
駅
事
業

道
の
駅
事
業

●
災
害
時
応
援
体
制
の
強
化

　

災
害
時
の
応
援
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、　

の
民
間
団
体
・　

の
自
治
体
と
災

１８

３２

害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
、
物
資
や
人
員

等
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
防
災
井
戸
等
の
設
置

　

非
常
時
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
、
浄
水

場
が
停
電
時
で
も
取
水
で
き
る
よ
う
に
設

備
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
中
央
公
民

館
・
ら
ぽ
ー
る
に
取
水
用
の
深
井
戸
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
時
に
井
戸
水
の
提
供
を
し

て
い
た
だ
け
る
家
を
「
災
害
時
協
力
井
戸

の
家
」
と
し
て
、
市
内
に　

件
登
録
し
ま

５５

し
た
。

協力井戸に看板を設置

●
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

　

那
珂
市
域
に
お
け
る
災
害
・
避
難
情
報

を
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
よ
り
配
信
す

る
、
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
平

成　

年　

月
か
ら
開
始
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

２３

１１

モ
に
加
え
、
平
成　

年
５
月
か
ら
Ｋ
Ｄ
Ｄ

２４

Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
も
開
始
し
ま
し

た
。

　

道
の
駅
調
査
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成　

年
２３

第
２
回
定
例
会
に
基
本
設
計
委
託
料
等
に

係
る
予
算
案
を
上
程
し
ま
し
た
が
、
震
災

復
興
を
最
優
先
に
す
べ
き
と
の
意
見
に
よ

り
否
決
さ
れ
、
道
の
駅
建
設
に
つ
い
て
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
特
産
物

Ｐ
Ｒ
と
産
業
振
興
の
た
め
の
新
た
な
施
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

埼玉県桶川市との
相互応援協定調印式



４

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
と
と
と
も
に
、
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
判
定
人
方
式
に
よ
る
「
事
業
仕
分
け
」
を
、
昨
年
９

月　

日
に
中
央
公
民
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

２９

　

公
開
で
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け
当
日
は
、
市
民
判
定
人
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
た　

人
の
か
た
が
参
加
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
市
民
の
か
た
も
数
多
く
熱
心

２５

に
傍
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

事業仕分け会場（１階会場）

　

事
業
仕
分
け
の
判
定
結
果
を
受
け
、
市

長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
評
価
推
進
本
部

会
議
に
お
い
て
、
仕
分
け
の
議
論
お
よ
び

判
定
の
内
訳
を
十
分
踏
ま
え
て
検
討
し
、

仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
の
今
後
の

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

 　

各
事
業
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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事業仕分け終了後の講評
（仕分け人：前滋賀県高島市長
 海東英和氏）

　

事
業
仕
分
け
当
日
は
、
仕
分
け
人
と
市

担
当
職
員
が
１
事
業
ご
と
に　

分
程
度
の

３０

議
論
の
後
、
対
象
と
し
た
事
業
が
「
そ
も

そ
も
」
必
要
か
ど
う
か
、
必
要
な
ら
ば 
ど

こ
が
実
施
す
る
か
（
官
か
民
か
、
国
か
地

方
か
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
無

作
為
に
１
０
０
０
人
を
抽
出
し
た
か
た
の

な
か
か
ら
「
市
民
判
定
人
」
と
し
て
１
班

あ
た
り　

人
程
度
ご
出
席
い
た
だ
き
、
仕

１４

分
け
対
象
と
な
っ
た　

事
業
に
つ
い
て
そ

１６

れ
ぞ
れ
判
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

判
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
訳

を
示
し
、
当
日
会
場
に
て
公
表
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
の
仕
分
け
会
場
の
よ
う
す

を
記
録
し
た
映
像
を
、
ど
な
た
で
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
「���

����

」
に
登
録
し
ま
し
た
。

※「
那
珂
市
事
業
仕
分
け　

動
画
」で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
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市
で
は
、
事
業
仕
分
け
以
外
に

も
、
よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
自
治

体
経
営
を
進
め
て
い
く
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
目
的
別
に
示
し
た
も
の

（
施
策
）に
つ
い
て
、
指
標
を
設
定
し
、

前
年
度
の
活
動
内
容
を
評
価
す
る

「
施
策
評
価
」
と
、
個
々
の
活
動
（
事

務
事
業
）
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
活

動
内
容
を
評
価
す
る
「
事
務
事
業
評

価
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
度
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
施
策
・
事
業
ご
と
に

評
価
し
て
お
り
、
現
状
や
事
業
の
内

容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

施
策
評
価
お
よ
び
事
務
事
業
評
価

の
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
市
立
図
書
館
に
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
平
成　

年
度
行
政
評
価
に

２４

つ
い
て



広報なか２月号５

　

事
業
仕
分
け
判
定
結
果
お
よ
び
市
の
方

針
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
市
民
判
定
人
・
傍
聴
人
の
皆
様
に

ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
と
と
も
に
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
方
針
を
も
と
に
事
業
を

見
直
し
、
平
成　

年
度
予
算
案
の
編
成
作

２５

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業

仕
分
け
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
市
政

運
営
の
参
考
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

事業仕分け会場（２階会場）

�������	
��
�������������	���

担当課市の方針事業仕分け
判定結果事業名称

企画部　秘書広聴課継続（見直し）要改善広報事業

総務部　収納課廃　止不　要市税前納報奨事業

市民生活部　市民協働課継続（見直し）要改善自治活動施設建設費等補助事業

市民生活部　環境課継続（見直し）要改善家庭系可燃ごみ収集事業

市民生活部　防災課廃　止不　要民間交通安全指導員設置事業

保健福祉部　社会福祉課継続（見直し）要改善地域生活支援事業

保健福祉部　こども課継続（現行どおり）要改善学童保育事業

保健福祉部　介護長寿課
継続（見直し）要改善（紙おむつ）

家族介護継続支援事業
廃　止要改善（慰労金）

保健福祉部　保険課 継続（現行どおり）要改善予防接種事業

産業部　農政課継続（見直し）不　要しどりの湯管理事業

産業部　商工観光課継続（見直し）要改善静峰ふるさと公園管理事業

建設部　土木課継続（見直し）要改善木崎地区地籍調査事業

建設部　建築課継続（見直し）要改善市営住宅管理事業

教育委員会　学校教育課継続（見直し）要改善預かり保育事業

教育委員会　生涯学習課継続（見直し）要改善青少年相談員設置事業

消防本部　警防課継続（見直し）要改善消防団設置事業



「
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」を
策
定

「
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」を
策
定

「
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」を
策
定

６

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
交
通
の
普
及
に
伴
う
利
用
者
数
の
減
少
等
に
よ

り
地
方
に
お
け
る
バ
ス
路
線
の
減
便
や
廃
止
等
が
進
み
、
高
齢
者
や
学
生
等
、
い
わ

ゆ
る
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
適
切
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
持
続
性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
地
域
の
公
共
交
通

の
課
題
を
明
確
化
し
、
必
要
な
公
共
交
通
に
関
す
る
施
策
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目

的
に
、
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
「
那
珂
市
地
域
公
共
交

通
連
携
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
公
共
交
通
に
関
す
る
課
題

　

公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
、
那
珂
市
の
公
共
交
通
の

現
況
や
上
位
計
画
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

公
共
交
通
に
関
す
る
課
題
を
次
の
よ
う
に

整
理
し
ま
し
た
。

◆
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
移
動
手
段
の
提

供
◆
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

◆
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

需
要
の
明
確
化

◆
持
続
可
能
性
の
あ
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築

◆
利
用
促
進
に
向
け
た
市
民
意
識
の
醸
成

　

公
共
交
通
は
守
り
育
て
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
市
民
自
ら
が
関
わ
り
を
持
た

な
い
と
公
共
交
通
の
維
持
は
困
難
で
す
。

地
域
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
利
用
促
進
施
策
を

講
じ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
地
域
に
合
っ

た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
基
本
的

な
認
識
と
し
、
市
民
・
企
業
、
交
通
事
業

者
、
行
政
の
役
割
お
よ
び
目
標
を
定
め
、

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
方
針

と
し
て
示
し
ま
し
た
。

●
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画

の
方
針

●
み
ん
な
で
親
し
み

　

公
共
交
通
を
守
り
育
て
る
た
め
、
多
く

の
人
が
公
共
交
通
に
関
心
を
持
つ
環
境
を

創
り
ま
す
。

●
は
ー
と
の
交
通

　

自
分
で
移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
々
の

不
便
さ
を
理
解
し
、
行
政
区
域
が
は
ー
と

の
形
を
し
た
那
珂
市
で
心
の
こ
も
っ
た
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◆
基
本
方
針
Ⅰ

　

求
め
ら
れ
た
水
準
を
考
慮
し
た
持
続
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◆
基
本
方
針
Ⅱ

　

既
存
の
交
通
シ
ス
テ
ム
と
デ
マ
ン
ド
交

通
の
連
携
に
よ
り
、
利
用
者
に
「
行
き
届

く
」
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

◆
基
本
方
針
Ⅲ

　
「
公
共
交
通
の�
新
た
な
利
用
価
値�
」

を
提
供
す
る
た
め
、
各
種
主
体
の
連
携
や

情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
企
画
課

公
共
交
通
対
策
室

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
３
２
）

問い合わせ

●
公
共
交
通
の
連
携
に
向
け
た
施
策

◆
基
本
方
針
Ⅰ

　

施
策
①

　

継
続
し
て
利
用
者
の
意
見
を
把
握
し

公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
し
ま
す

　

施
策
②

　

交
通
モ
ー
ド
と
地
域
特
性
を
考
慮
し

た
公
共
交
通
体
系
の
再
構
築
を
し
ま
す

　

施
策
③

　

既
存
公
共
交
通
の
利
用
環
境
の
改
善

に
努
め
ま
す

◆
基
本
方
針
Ⅱ

　

施
策
④

　

市
内
の
移
動
手
段
と
し
て
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す

　

施
策
⑤

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
体
系
の

適
正
化
を
図
り
ま
す

◆
基
本
方
針
Ⅲ

　

施
策
⑥

　

高
齢
者
が
利
用
目
的
と
す
る
施
設
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す

　

施
策
⑦

　

高
齢
者
以
外
の
幅
広
い
層
の
利
用
を

促
進
し
ま
す

　

施
策
⑧

　

公
共
交
通
に
関
す
る
情
報
発
信
や
ト

ピ
ッ
ク
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す

【市民・企業】
公共交通の大切さ
や役割を顧みて、
公共交通の維持に
向け能動的に関わ
ります。

【行　政】
公共交通が使いや
すくなるよう、事
業者や市民の取り
組みを支援する。

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

み
ん
な
で
親
し
み　
守
り
育
て
る

暮
ら
し
を
支
え
る　
は
ー
と
の
交
通

【交通事業者】
公共の移動を担う
主体として、安定
した運行と利便性
を維持します。



広報なか２月号７

■
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
実
証
運
行

■
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
実
証
運
行 

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
運
行
開
始

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
運
行
開
始

■
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
実
証
運
行 

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
運
行
開
始

　
「
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」
の
施
策
と
し
て
「
デ
マ
ン
ド
交
通
（
乗
合
タ

ク
シ
ー
）」
の
実
証
運
行
を
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
と
は
、
日
常
生
活
の
移
動
手
段
に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
地
域

住
民
の
交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
た
め
、
利
便
性
の
高
い
新
た
な
地
域
公
共
交
通
と

し
て
、
自
宅
か
ら
市
内
の
目
的
地
ま
で
乗
り
合
い
に
よ
る
送
迎
を
行
う
予
約
型
乗
合

交
通
で
す
。

●
利
用
方
法
に
つ
い
て（
利
用
の
流
れ
）

①
利
用
者
登
録

　

事
前
に
利
用
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
役
所
（
本
庁
）
政
策
企

画
課
へ
提
出
し
ま
す
。

②
乗
車
券
の
購
入

　

デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
す
る
に
は
、
利

用
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
乗
車
券
を
購
入
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
（
一
回
利
用
ご
と
に
）

・
中
学
生
以
上　

３
０
０
円

・
小
学
生　
　
　

１
０
０
円

・
未
就
学
児   　

無
料（
保
護
者
同
伴
）

◆
販
売
場
所

・
市
役
所
（
本
庁
）
４
階
政
策
企
画
課

・
瓜
連
支
所

・
デ
マ
ン
ド
交
通
車
両
の
車
内
（
利
用
予

約
時
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
）

③
利
用
予
約

　

利
用
し
た
い
「
出
発
便
」
と
「
目
的
地
」

を
電
話
で
予
約
し
ま
す
。

◆
運
行
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
運
行
時
刻

午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
時
間

帯
で
１
時
間
に
１
便
と
し
て
１
日
８
便

（
正
午
は
運
行
し
な
い
）

◆
乗
降
場
所

登
録
者
の
自
宅

乗
降
場
所
と
し
て
指
定
す
る
施
設

（
公
共
施
設
・
医
療
機
関
・
金
融
機
関
等
）

●
利
用
者
登
録
は
３
月
か
ら

　

利
用
者
登
録
の
受
付
は
、
３
月
か
ら
実

施
い
た
し
ま
す
。
利
用
登
録
申
請
書
を
提

出
い
た
だ
き
ま
す
と
、
後
日
、
登
録
証
を

発
行
い
た
し
ま
す
。

出
か
け
る
と
き
は

帰
る
と
き
は

予
約
受
付

①利用者②運行事業者へ
　予約申込

④目的地へ ③利用者の
　自宅から

○○さんですね。
明日の午前10時便
の予約受付ました。

明日の午前10時便で
自宅から○○病院まで
予約します。

銀行へ 病院へ

郵便局へ

予
約
受
付

①利用者 ②運行事業者へ
予約申込

③外出先から ④利用者の自宅へ

○○さんですね。
今日の午後３時便
の予約受付ました。

今日の午後３時便で
自宅まで予約します。

銀行から 病院から

郵便局から
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行
政
概
要
報
告

■
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

　

９
月　

日
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

２９

　

の
事
業
を
対
象
に
市
民
視
点
で
の
評
価

１６を
取
り
入
れ
た
市
民
判
定
人
方
式
に
よ
る

事
業
仕
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
仕
分

け
は
公
開
で
開
催
し
、　

人
の
か
た
の
傍

６３

聴
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継
も
実
施
し
ま
し

た
。
市
民
判
定
人
の
評
価
結
果
は
、
評
価

対
象
の　

事
業
に
対
し
て
、
不
要
が
３
事

１６

業
、
要
改
善
が　

事
業
と
い
う
結
果
に

１３

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
判
定
結
果
を
受
け
、
市
の
対
応
方

針
を
廃
止
２
事
業
、
廃
止
を
含
め
た
見
直

し
１
事
業
、
見
直
し　

事
業
、
現
状
ど
お

１１

り
を
２
事
業
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
表
彰
式
典
に
つ
い
て

　
　

月　

日
に
、
表
彰
式
典
を
総
合
セ
ン

１１

１７

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
開
催
し
、　

人
６７

を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
の
災
害
復
旧
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
２

団
体
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　
　

月
７
日
に
、「
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ

１１
あ
い
座
談
会
」
を
開
催
し
、
団
体
の
か
た

か
ら
出
た
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
た
り
、
施
策
の
取
り
組
み
に
関
す

る
質
疑
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　

那
珂
市
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、

「
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」を　
１０

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

■
駐
輪
場
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て 

　

上
菅
谷
駅
お
よ
び
後
台
駅
の
駐
輪
場

に
、
盗
難
や
犯
罪
等
の
防
止
を
図
る
た

め
、　

月
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し

１１

た
。

■
水
郡
線
Ｓ
Ｌ
運
行
に
つ
い
て 

　

沿
線
地
域
の
活
性
化
と
水
郡
線
「
奥
久

慈
清
流
ラ
イ
ン
」の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
、

県
お
よ
び
沿
線
市
町
で
構
成
す
る
茨
城
県

水
郡
線
利
用
促
進
会
議
と
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社

に
よ
り
、　

年
ぶ
り
に　

月　

日
か
ら　

１４

１１

３０

１２

月
２
日
ま
で
の
３
日
間
、
水
戸
〜
常
陸
大

子
間
を
１
日
１
往
復
、
Ｓ
Ｌ
を
運
行
し
ま

し
た
。

　
　

月
１
日
に
は
常
陸
大
子
駅
前
に
お
い

１２
て
、
ひ
ま
わ
り
油
の
販
売
な
ど
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
、
ま
た　

月
１
日
、
２
日
に
は
上
菅

１２

谷
駅
構
内
に
お
い
て
ひ
ま
わ
り
の
種
の
配

布
お
よ
び
大
助
囃
し
保
存
会
に
よ
る
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
那
珂
聖
苑
火
葬
炉
内
の
全
体
積
み

替
え
に
つ
い
て

　

３
号
炉
の
火
葬
炉
内
耐
火
物
全
体
積
み

替
え
修
繕
を
９
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

　

８
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の　

日

２０

３０

４２

間
、
農
作
物
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
し
た
。
捕
獲
範
囲

は
市
内
常
磐
自
動
車
道
以
北
地
域（
戸
多
・

戸
崎
・
中
里
・
古
徳
・
静
・
額
田
南
郷
地

内
）
で
、　

頭
捕
獲
し
ま
し
た
。
本
年
の

１７

捕
獲
頭
数
合
計
は
前
期
（
６
月　

日
か
ら

１０

７
月　

日
ま
で　

日
間
実
施
）
の　

頭
捕

２０

４１

１６

獲
と
合
わ
せ
て　

頭
と
な
り
ま
し
た
。

３３

■
額
田
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会

に
つ
い
て

　

行
政
改
革
の
実
施
計
画
に
沿
い
額
田
保

育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
、　

月　

日
に

１１

２１

第
１
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、
那
珂
市
の
現
状
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
民
営
化
の
方
法
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ぬ
ま

荘
」
に
つ
い
て

　
　

月　

日
に
「
ひ
ぬ
ま
荘
」
の
管
理
運

１０

１９

営
組
織
で
あ
る
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
が
、
地
方
自
治
法
第
２
８
８
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
茨
城
県
知
事
へ
解
散

届
出
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

構
成
市
町
村
返
還
金
２
０
７
８
万
３
５
２

円
が
、　

月　

日
に
市
に
返
還
さ
れ
ま
し

１０

３０

た
。
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　市長提出議案は報告１件、条例の制定・一部改正
１０件、平成２４年度補正予算８件、平成２４年度決算の
認定１件、その他２件、合わせて２２件について審議
され、全議案について原案のとおり可決されまし
た。



広報なか２月号９

■
敬
老
行
事
に
つ
い
て

　

９
月　

日
に
本
年
度
百
歳
達
成
者　

人

１２

１７

を
訪
問
し
、
国
、
県
か
ら
の
褒
状
と
記
念

品
お
よ
び
市
か
ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
市
内
最
高
齢
者
お
よ
び
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
２
８
２
人
に
は
、
市
か
ら
の
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敬
老
行
事
が
９
月
９
日
か
ら　
１１

月
４
日
に
か
け
、
８
地
区　

か
所
で
開
催

２８

さ
れ
ま
し
た
。
市
全
体
の
出
席
率
は　

・
３０

１
％
で
し
た
。

■
両
宮
排
水
路
整
備
に
つ
い
て

　

両
宮
排
水
路
工
事
（
上
流
部
）
お
よ
び

両
宮
排
水
路
中
間
部
第
１
期
改
修
工
事
を

９
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

下
菅
谷
地
区
汚
水
管
布
設（
第
３
工
区
）

工
事
、
菅
谷
西
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
１

工
区
）工
事
、
向
山
地
区
汚
水
管
布
設（
第

１
工
区
）
工
事
を　

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発

１０

注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
幹
線
３
号
第

６
工
区
工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１１

　

鴻
巣
Ⅰ
期
地
区
管
路
施
設
災
害
復
旧
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
鴻
巣
Ⅰ
期

地
区
の
供
用
開
始
告
示
を　

月
に
行
い
ま

１０

し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

寄
居
地
区
配
水
管
移
設
（
第
１
工
区
）

工
事
を
９
月
に
、
瓜
連
配
水
場
緊
急
遮
断

弁
用
制
御
盤
設
置
工
事
、
下
菅
谷
地
区
配

水
管
移
設
（
第
１
工
区
）
工
事
お
よ
び
下

菅
谷
地
区
配
水
管
移
設
（
第
２
工
区
）
工

事
を　

月
に
、
向
山
地
区
配
水
管
布
設

１０

（
第
１
工
区
）工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発

１１

注
し
ま
し
た
。

■
第
三
中
学
校
補
強
工
事
期
間
の
変

更
に
つ
い
て

　

第
三
中
学
校
校
舎
復
旧
お
よ
び
屋
内
運

動
場
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、
学
校
の

授
業
、
試
験
日
や
学
校
行
事
等
の
都
合
に

よ
り
、
作
業
中
止
等
を
実
施
し
た
た
め
に

作
業
日
数
が
不
足
し
た
た
め
、
工
期
を　
１０

日
間
延
長
し
、　

月　

日
ま
で
に
変
更
し

１２

１０

ま
し
た
。

■
図
書
館
に
つ
い
て

　
　

月　

日
と　

日
の
２
日
間
、
図
書
館

１０

２７

２８

ま
つ
り
を
開
催
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
小
宮
悦
子
氏
の
講
演
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会
・
朗
読
会
、

村
上
夫
妻
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施

し
、
多
く
の
か
た
が
た
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に
は
開
館
か
ら
６
年
１
か

１１

１１

月
、
開
館
日
数
１
６
１
０
日
目
で
入
館
者

数
が
２
０
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
消
防

１１

３０

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
２
９
６
３

２１

人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
習
得
と

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
普
通
救
命
講
習
会
は
６
回
行
い
１
８

２
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
３
件
、
そ
の
他
が
１
件
、
合
計
４
件
。

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
７
７
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

８２

他
が
１
１
１
件
、
合
計
４
７
０
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

９
月　

日
に
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ

３０

６３

ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
が
北

茨
城
市
で
開
催
さ
れ
、
第
６
分
団
第
１
部

が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
３
位
入
賞
、
第

６
分
団
第
２
部
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
等
に
お
け
る
空
間

放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
内
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
の
総
合
的
か
つ
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
関
係
機
関
等
と
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
、
支
援
や
協
力
体
制
の
整

備
を
引
き
続
き
進
め
て
お
り
ま
す
。
９
月

　

日
に
公
益
社
団
法
人
隊
友
会
茨
城
県
隊

２４友
会
那
珂
支
部
と
災
害
時
に
お
け
る
避
難

誘
導
、
物
資
輸
送
、
情
報
収
集
支
援
に
関

す
る
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る

協
定
」
に
つ
い
て
、
９
月　

日
に
は
生
活

２６

協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城
と
災
害
時

の
物
資
の
調
達
お
よ
び
安
定
供
給
の
た
め

「
災
害
時
に
お
け
る
生
活
必
需
物
資
供
給

協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
つ
い
て
、　

月
１１

　

日
に
は
那
珂
市
下
水
道
災
害
協
力
会
と

２８「
下
水
道
災
害
支
援
協
定
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
、
大
規
模
地
震

１１

１８

を
想
定
し
応
急
対
策
な
ど
の
防
災
活
動
が

迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
自

主
防
災
組
織
や
関
係
機
関
の
参
加
の
も
と

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
各
種
工
事
の
発

注
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
道
路
災
害
復
旧
工
事
５
件
を

発
注
し
ま
し
た
。

　

市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鷺
内
、

上
宿
西
、
中
宿
住
宅
の
屋
根
瓦
復
旧
工
事

は
７
月
６
日
ま
で
に
完
成
し
ま
し
た
。
室

内
被
害
の
修
繕
は　

月
中
に
完
了
す
る
予

１２

定
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
住
居
等
が
震

災
に
よ
り
受
け
た
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
市
税
等
の
減
免
措
置
を
講
じ
て
お

り
、　

月
末
日
現
在
の
減
免
の
対
象
件
数

１１

と
見
込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
全
壊　

件
、
大

５６

規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
３
８
件
で
合
計

１４

３
０
８
件
、
２
１
６
２
万
９
７
０
０
円
で
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇

全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告

専決処分について（平成２４年度那珂市一般会計
補正予算（第４号））

◎条例の制定・一部改正

市長の給料月額の特例に関する条例の一部を改
正する条例／那珂市防災会議条例の一部を改正
する条例／那珂市災害対策本部条例の一部を改
正する条例／那珂市都市公園条例の一部を改正
する条例／那珂市営住宅条例の一部を改正する
条例／那珂市公共下水道条例の一部を改正する
条例／那珂市農業委員会の選挙による委員の定
数条例の一部を改正する条例／那珂市農業委員
会の選挙による委員の選挙区設定条例の一部を
改正する条例／那珂市道路の構造の技術的基準
等を定める条例／那珂市水道事業布設工事監督
者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例

◎平成２４年度補正予算

平成２４年度那珂市一般会計補正予算（第５号）
／平成２４年度那珂市国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第１号）／平成２４年度那珂
市下水道事業特別会計補正予算（第１号）／平
成２４年度那珂市公園墓地事業特別会計補正予算
（第１号）／平成２４年度那珂市農業集落排水整備
事業特別会計補正予算（第２号）／平成２４年度
那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正
予算（第２号）／平成２４年度那珂市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）／平成２４年度
那珂市水道事業会計補正予算（第１号）

◎平成２４年度決算の認定

平成２４年度那珂地方公平委員会特別会計歳入歳
出決算の認定について

◎その他

大宮地方環境整備組合規約の変更について／土
地の取得について

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
全
壊

　

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
１
４
０

５１

１９

件
で
合
計
２
１
０
件
、
５
７
４
万
２
４
０

０
円
で
す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
９
月
末
で
終

了
し
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
以
上
の
損
害

を
受
け
た
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
に

つ
い
て
、
そ
の
損
害
程
度
お
よ
び
前
年
度

の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
介
護
保
険
料
を

　

％
以
上
軽
減
ま
た
は
免
除
し
ま
し
た
。

２５減
免
対
象
件
数
は
全
壊　

件
、
大
規
模
半

５３

壊　

件
、
半
壊
２
１
３
件
、
減
免
額
は
全

２１
壊
２
８
６
万
２
千
円
、
大
規
模
半
壊　

万
４３

７
千
円
、
半
壊
５
４
４
万
３
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
減
免
対
象
者
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
に

つ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割

の
利
用
者
負
担
額
は
９
月
末
ま
で
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
食
費
・
居
住
費
は
２

月
末
ま
で
免
除
し
ま
し
た
。
９
月
末
現
在

の
利
用
者
負
担
額
免
除
対
象
件
数
は　
５４

件
、
免
除
額
は
１
０
８
６
万
５
千
円
、
食

費
、
居
住
費
免
除
対
象
件
数
は　

件
、
免

２４

除
額
は
５
１
６
万
７
千
円
で
す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定

に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
う
避
難
民
に
対
し
ま
し

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
等
を
全
額
免
除

し
ま
し
た
。
全
額
免
除
と
な
っ
た
の
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
６
件
で　

万
８
９
０

５２

０
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
４
件

で
５
万
３
１
０
０
円
、
介
護
保
険
第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
５
件
で
免
除

見
込
み
額
は　

万
５
千
円
で
す
。

２５

　
　

月　

日
に
、
東
京
電
力
に
対
し
、
事

１０

１９

故
の
対
策
に
か
か
っ
た
費
用
の
損
害
賠
償

を
請
求
し
ま
し
た
。
今
回
の
請
求
は
放
射

線
測
定
に
関
す
る
人
件
費
で
、
総
額
約
４

２
０
万
円
で
す
。

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、　

月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
Ｊ

１１

Ａ
ひ
た
ち
な
か
請
求
者
数
を
含
め
累
計
で

　

件
、
請
求
額
８
３
２
９
万
円
で
す
。
ま

９３た
、
請
求
に
伴
う
東
京
電
力
か
ら
の
支
払

い
に
つ
き
ま
し
て
は
、　
 
月　

日
現
在
で

１１

３０

支
払
総
額
６
２
８
７
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、　

月
末
日
現

１１

在
の
支
給
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
国

の
支
援
金
は
、
全
壊
が
１
５
９
件
、
大
規

模
半
壊
が
９
件
、
合
計
１
６
８
件
で
総
額

２
億
１
１
０
０
万
円
で
す
。
県
の
災
害
見

舞
金
は
、
半
壊
１
７
９
件
で
、
５
３
７
万

円
で
す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊

が　

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家
の

４６
半
壊
以
上
が
、
２
７
６
件
、
合
計
５
６
４

件
で
総
額
１
９
４
６
万
円
で
す
。
ま
た
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、
９
件
で
１
６

８
０
万
円
で
す
。

平
成　

年　

月
５
日

２４

１２

 

 
那
珂
市
長　�
��
�
�



広報なか２月号１１

平
成　

年

　

１
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
平
成　

年
那
珂
市
成
人
式
が
開
催

１２

２５

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
那
珂
市
の
新
成
人
は
５
６
６
人
で
、
式
典
に
は
４
３
２
人
が

参
加
し
、
成
人
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

25

◆代表して謝辞を述べた
　成人式実行委員長の生井愛海さん
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１２

ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
那
珂
総
合
公
園
内
）

�
２
９
７
・
０
０
７
７

問い
合わせ

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
体
育
指
導
委
員

か
ら
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）
の
役

割
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
係

る
連
絡
調
整
な
ら
び
に
住
民
に
対
す
る
ス

ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
指
導
お
よ
び
助
言
を
行
う
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
趣
旨
に
沿

い
、
私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
水

戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
協
議
会
の

実
技
研
修
等
に
参
加
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
等
、
推
進
委
員
の
資
質
向
上
と

意
識
改
革
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
住
民
の
健
康
維
持
向
上
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
お
よ
び
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た

那
珂
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ひ
ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」に
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
運
営
に
も
協
力
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
行
わ
れ
た
主
な
研

修
・
実
技
指
導
を
紹
介
し
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会　
　
　
　

 

委
員
長　

三
田
寺　

正
義

　

第　

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議

５３

会
・
長
崎
大
会
が　

月　

日
・　

日
に
長
崎
県

１１

２９

３０

長
崎
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
目
指

す
方
向
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
今
日
的
な
課
題
に

つ
い
て
研
究
協
議
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

資
質
の
向
上
を
は
か
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る

も
っ
と
も
大
き
い
研
究
協
議
会
で
す
。

　

今
年
は
全
国
か
ら
約
４
０
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
大
会
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〜
ス

ポ
ー
ツ
新
時
代
に
向
か
っ
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

１
日
目
は
開
会

式
、
表
彰
式
、
講

演
お
よ
び
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
、
２
日
目
は
四

分
科
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
第
１
分
科
会

に
参
加
し
ま
し

た
。

【
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て
】

報
告
者：

根
本
傳
次
郎

大会スケジュール
【１日目】開会式、表彰式、講演、シンポジウム
○講演・シンポジウムテーマ
「豊かなスポーツライフで人や地域が輝く街づくりを目指そう」
講演講師：松元利弘氏（長崎県立諫早高校陸上競技部監督）
シンポジウムコーディネーター：
　　　　　　　　山口泰雄氏（神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授）
【２日目】分科会（発表、研究協議）
○第１分科会「人と地域がかがやく、魅力ある総合型地域スポーツクラブを目指して」
○第２分科会「スポーツ推進委員が生み出す、地域スポーツと地域活性化」
○第３分科会「多様なライフステージにおける、それぞれのスポーツ推進」
○第４分科会「躍動するスポーツ推進委員　～地域スポーツ推進の中核として～」

　
　

月　

日
・　

日
に
長
崎
県
長

１１

２９

３０

崎
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
全

５３

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議

会
」
の
表
彰
式
に
お
い
て
、
根
本

傳
次
郎
さ
ん
が　

年
勤
続
で
表
彰

３０

さ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

根
本
傳
次
郎
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員　

年
勤
続
で
表
彰

３０



広報なか２月号１３

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

 

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　　

報
告
者：

竹
林
勝
男

　

ヘ
ル
ス
ボ
ー
ル
（
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
用
ボ
ー
ル
）
を
使

用
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
形
式
で
行
う
競
技
で
、
昭
和　

年
５３

に
千
葉
県
流
山
市
で
運
動
不
足
解
消
の
一
環
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
形
状
が
楕
円
形
で
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
た
め
、
競
技
中
に
空
中
で
の
動
き
が
変
化

す
る
の
で
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
多
く
な
り
、
通
常
で
は
味
わ

え
な
い
面
白
味
が
あ
り
、
楽
し
く
、
体
力
づ
く
り
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

（
ル
ー
ル
）

○
コ
ー
ト
…
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
と
同
じ

○
ボ
ー
ル
…
楕
円
形

（
ビ
ニ
ー
ル
製
で
外
周
を
布
で
覆
っ
て
い
る
）

○
人
数
…
４
人
〜
６
人

○
サ
ー
ブ
…
所
定
の
場
所
よ
り
投
げ
込
む

○
ブ
ロ
ッ
ク
…
禁
止
。
２
〜
５
回
で
返
球
す
る

（
プ
レ
ー
上
の
楽
し
さ
・
効
果
）

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
感
覚
で

楽
し
め
る

②
ボ
ー
ル
が
軽
い
の
で
、
容
易

に
プ
レ
ー
で
き
る

③
少
な
い
練
習
で
プ
レ
ー
で
き

る
④
ラ
リ
ー
が
長
く
続
く
た
め
、

楽
し
さ
が
増
え
る

⑤
家
族
単
位
で
も
チ
ー
ム
編
成

で
き
る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
役
立
つ

⑥
年
齢
に
拘
ら
ず
体
力
向
上
に
な
る

⑦
全
身
の
柔
軟
性
が
養
わ
れ
る

⑧
全
身
運
動
で
筋
力
が
ア
ッ
プ
す
る

【
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会
に
参
加
し
て
】

報
告
者：

檜
山
眞
弓

　

今
年
度
は
、
長
野
県
の
松
本
文
化
会
館
に
お
い
て
、
１

都
８
県
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
関
係
者
１
７
０
０
人

の
参
加
の
も
と
、
６
月
１
日
・
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
午
後
１
時
に
開
会
し
、
表
彰
式
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
荻

原
健
司
講
師
に
よ
る
基
調
講
演「
挑
戦
は
未
来
を
ひ
ら
く
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
荻
原
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
を
取
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
父
親
の
一
言
で
し
た
。「
ど
う
し

た
ら
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
る
の
か
」と
尋
ね
た
荻
原
さ
ん
は
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
一
番
に
な
れ
ば
毎
日
テ
レ
ビ
に
出
ら

れ
る
ぞ
」
と
父
親
に
言
わ
れ
、
そ
れ
が
荻
原
さ
ん
に
と
っ

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
初
め
て
意
識
し
た
瞬
間
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
私
も
個
人
個
人
の
中
か
ら
得
意
な
も
の
を
見
つ

け
、
そ
れ
を
伸
ば
す
き
っ
か
け
を
作
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

２
日
目
は
、
第
１
分
科
会
か
ら
第
４
分
科
会
が
あ
り
、

私
た
ち
は
第
１
分
科
会
に
出
席
し
、
テ
ー
マ
「
松
本
市
民

の
健
康
づ
く
り
施
策
」
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
本
市
で
は
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
軟
式
野

球
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

ラ
ー
ジ
卓
球
を
１
日
か

け
て
行
い
、
交
流
を
図

る
そ
う
で
す
。
那
珂
市

も
市
民
と
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
が
一
体
と
な
っ

て
体
育
大
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。

【
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
】

報
告
者：

根
本
修
一

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技

指
導
に
加
え
、
市
民
と
行
政
を
結
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

実
践
活
動
と
し
て
、
平
成　

年
２
月
に
推
進
委
員
全
員

２２

で
、
那
珂
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ひ
ま
わ
り

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
現
在
で
は
Ｏ
Ｂ
推
進

委
員
を
含
め
、
約　

人
で
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

４０

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

い
つ
ま

で
も
」
地
域
住
民
が
広
く
自
由
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
と
文

化
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

を
愛
す
る
風
土
の
醸
成
お
よ
び
健
康
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
定
期
教
室
と
し
て
、
太
極
拳
、
健
康
体

操（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
）、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
卓
球
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

な
ど
を
、
市
内
に
あ
る
５
つ
の
中
学
校
す
べ
て
の
学
区
内

で
、
毎
月　

回
ほ
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
会
員

４０

は
、
中
高
年
層
を
中
心
に
３
０
０
人
を
数
え
、
毎
月
延
べ

６
０
０
人
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
年
層
の

か
た
が
た
に
も
興
味
の

あ
る
種
目
を
導
入
し
、

年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
り
、
よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ヘルスバレーボール

◆関東スポーツ推進委員研究大会

◆ウォーキング教室
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　長年活躍した消防ポンプ車が老朽化したため、最新型の車両に更新

し、１２月から西消防署に配備し運用しています。

　この車両は、緊急消防援助隊登録としての車両で、室内をハイルー

フ仕様にすることで、機能性を充実させました。また、双方向サイド

プルシステムは左右どちらでも吸水管を引き出す事が可能で、水利部

署する方向を選びません。本車両は、災害対応特殊水槽付消防ポンプ

自動車で、水２０００リットルが積載できるなど、高い機動力を保持して

おり、多様な災害に対応することが可能な車両です。

消防本部�２９５‐２１１１問い合わせ

�������	
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　新春恒例の「平成２５年那珂市消防出
初式」が１月１３日、那珂総合公園多目
的広場で開催されました。消防本部や
消防団、自衛消防隊、婦人（女性）防
火クラブ、幼年消防クラブなど８００人
程が参加し、張りつめた空気のなか、
地域防災への決意も新たに士気の高揚
を図りました。
　また、永年勤続功労者や、優良分団
の表彰が行われたほか、幼年消防クラ
ブのかわいらしい踊りも披露されまし
た。

■
茨
城
県
知
事
表
彰 

 

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

４０元
消
防
団
第
５
分
団
第
２
部
部
長　

寺
門

賢
一
郎
／
消
防
本
部
消
防
司
令
長　

萩
野

谷
孝
／
同　

海
老
澤
幸
男

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

３０消
防
本
部
消
防
司
令　

宮
田
好
男
／
同　

大
谷
貞
章
／
同　

飛
田
裕
二
／
同　

元
木

利
光
／
同　

小
田
部
茂
生
／
同　

小
薗
井

司
／
同　

鈴
木
将
浩

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

２０消
防
団
第
５
分
団
第
３
部
部
長　

叶
野
豊

／
同
第
５
分
団
第
３
部
班
長　

田
口
進
／

同
第
５
分
団
第
１
部
団
員　

吽
野
由
治
／

同
第
６
分
団
第
２
部
団
員　

礒�
宗
雄
／

同
第
６
分
団
第
２
部
団
員　

鈴
木
孝
／
消

防
本
部
消
防
司
令
補　

樫
村
重
樹
／
同　

菱
沼
孝
行

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
優
良
分
団
表
彰

　

那
珂
市
消
防
団
第
５
分
団　

■
那
珂
市
消
防
団
長
表
彰

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
）

消
防
団
第
６
分
団
第
１
部
（
班
長　

仲
田

浩
二
／
団
員　

増
子
孝
洋
／
山
田
好
隆
／

飯
田
崇
善
／
里
見
慎
一
／
鈴
木
義
洋
）

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
）

消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
（
団
員　

阿
部

敬
二
／
薄
井
勝
富
／
後
藤
誠
／
稲
田
雅
裕

／
鈴
木
孝
）

◆平成２５年那珂市消防出初式（那珂総合公園）
�������	
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口
腔
癌
（
こ
う
く
う
が
ん
）
は
、
舌

癌
（
ぜ
つ
が
ん
）、
歯
肉
癌
（
し
に
く
が

ん
）、
口
腔
底
癌
（
こ
う
く
う
て
い
が

ん
）、
頬
粘
膜
癌
（
き
ょ
う
ね
ん
ま
く
が

ん
）、
口
唇
癌
（
こ
う
し
ん
が
ん
）、
口

蓋
粘
膜
癌
（
こ
う
が
い
ね
ん
ま
く
が

ん
）、
唾
液
腺
癌
（
だ
え
き
せ
ん
が
ん
）

な
ど
の
、
口
腔
内
に
で
き
る
癌
の
総
称

で
す
。

　

発
生
頻
度
は
、
癌
全
体
の
約
３
％
前

後
と
少
な
い
の
で
す
が
、
舌
や
歯
肉
な

ど
目
に
見
え
る
部
分
に
で
き
る
の
で
、

初
期
症
状
を
発
見
し
や
す
い
も
の
の
、

痛
み
や
全
身
症
状
を
伴
う
こ
と
が
少
な

く
、
症
状
の
似
た
口
腔
内
の
他
の
疾
患

と
間
違
う
な
ど
し
て
、
口
腔
癌
を
疑
わ

れ
ず
進
行
す
る
ま
で
放
置
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
多
く
、
近
年
で
は
口
腔
癌
で

の
死
亡
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

発
生
頻
度
の
高
い
口
腔
癌
は
、
舌

癌
、
歯
肉
癌
な
ど
で
す
。
舌
癌
は
、
主

に
歯
の
当
た
り
や
す
い
舌
の
側
縁
部
や

舌
の
裏
側
に
発
生
し
ま
す
。
不
適
切
な

詰
め
物
や
義
歯
に
よ
る
慢
性
的
な
傷
や

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
次
に
発
生
頻
度
の
高
い
口

腔
癌
は
、
歯
肉
癌
で
す
。
歯
肉
癌
は
、

初
期
症
状
が
少
な
く
歯
の
動
揺
や
歯
肉

の
腫
張
と
い
っ
た
症
状
で
気
づ
い
た
時

に
は
、
進
行
が
進
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
口
腔
癌
に
お

い
て
も
、
初
期
症
状
に
乏
し
く
、
痛
み

が
少
な
い
た
め
、
放
置
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
口
の
中
に
腫
れ

を
感
じ
た
り
、
歯
肉
や
舌
に
し
こ
り
な

ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
必
ず
専
門
医

の
診
断
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

お
口
に
は
、
食
べ
る
機
能
だ
け
で
な

く
、
発
音
や
、
呼
吸
機
能
と
い
っ
た
重

要
な
機
能
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
早
い
発

見
で
重
要
な
機
能
を
失
わ
ず
に
す
み
ま

す
。

���� ������

小林デンタルクリニック
小林克男　先生

　１月１７日、中央公民館で、平成２５年那珂市賀詞交歓会が開催されました。市執行部や市議会をはじめ、市内各界
代表者など２５０人が一堂に会し、那珂市のさらなる飛躍を誓いながら、親交を深めました。
　式典では、海野市長が「本日ご参会の皆様の益々のご活躍とご発展をご祈念申し上げますとともに、今年一年が
無事平穏で喜びに満ちた輝かしい年であり、ご健康で幸多き年でありますことを心からお祈り申し上げます」と新
年のあいさつを述べました。
　また、ステージ上では、アトラクションとして、那珂混声合唱
団（那珂市文化協会声楽部会所属）の皆さんによる合唱も行われ、
美しい歌声が会場を華やかな雰囲気に包みました。
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那珂混声合唱団によるアトラクション
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っております。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
保健センター 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　１２月１５日から１月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
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○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

１月８日０．０９２本米崎小学校

学校教育課

１月８日０．０９１横堀小学校

１月８日０．０７２額田小学校

１月７日０．０８９菅谷小学校

１月８日０．０８４菅谷東小学校

１月８日０．０９５菅谷西小学校

１月８日０．０９５五台小学校

１月８日０．１０２戸多小学校

１月７日０．０９７芳野小学校

１月７日０．０８９木崎小学校

１月８日０．１００瓜連小学校

１月８日０．０８６横堀幼稚園

１月７日０．０８０額田幼稚園

１月７日０．０８１菅谷幼稚園

１月８日０．１０３菅谷西幼稚園

１月９日０．１１５五台幼稚園

１月９日０．０８３芳野幼稚園

１月８日０．０７４那珂第一中学校

１月８日０．０９３那珂第二中学校

１月８日０．０９２那珂第三中学校

１月８日０．０６９那珂第四中学校

１月８日０．０８５瓜連中学校

１月８日０．０８６茨城学園

１月８日０．０６８ナザレ幼稚園

１月８日０．１２１さいせい幼稚園

１月９日０．０８３大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

１月８日０．０８８保健センター（ひだまり）保健センター

１月９日０．１００中央公民館

生涯学習課

１月９日０．０９６図書館

１月８日０．１０６那珂総合公園

１月９日０．１１０歴史民俗資料館

１月８日０．１０７ふれあいの杜公園

１月９日０．０９２ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
１月９日０．１０８ふれあいセンターごだい

１月９日０．０９９ふれあいセンターよしの

１月９日０．１００総合センターらぽーる

１月９日０．１０８那珂聖苑那珂聖苑

１月９日０．１０４中谷原公園
都市計画課

１月９日０．１０１宮の池公園

１月７日０．１０１一の関ため池親水公園
商工観光課

１月７日０．１１０静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

１月８日０．０７３菅谷保育所

こども課

１月７日０．０７８額田保育所

１月７日０．１０３ゆたか保育園

１月１０日０．０８５かしま台保育園

１月９日０．０９１ごだい保育園

１月７日０．０９４瓜連保育園

１月９日０．０８４子育て支援センター
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郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
次
の
よ
う
な
障
が
い
の
あ
る
か
た
（
○
印
の
該
当
者
）
ま
た

は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
に
該
当
す
る
か
た

は
、
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
自
書
し
て
郵
便
等
に
よ
り
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付

す
る
方
法
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
、

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

�

選
挙
い
ろ
い
ろ

■コメント
　味だくさんの汁物を添えれば休日のブランチ
に、小さいお子さんから受験生のお腹を満足させ
ることうけあいです。

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

■作り方
①じゃがいもは太めの千切りにし、柔らかくゆでて冷ます。
②スライスチーズ、ボンレスハム、キャベツは千切りにする。
③コーン（缶詰）はザルにあけて水切りしておく。
④分量の小麦粉、スキムミルク、溶き卵、牛乳をボウルに入れて混　
ぜ、その中に①、②、③を加え塩少々を加えてざっくり混ぜる。
⑤フライパンまたはホットプレートにサラダ油を薄くひき、弱火で　
中に火が通るまでじっくり焼く。
※お好みで花鰹をかけてください

■１人分２９５kcal／塩分１．１１ｇ

栄養満点お好み焼き
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
を

行
い
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
で
、
か
つ
、

自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
障
が
い
の
あ
る
か

た
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
、
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の
か
た
な
ど
）
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
者
に
、
代
理
で
投
票
用
紙
の
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�




�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�

�
【
身
体
障
害
者
手
帳
の
例
】

障
が
い
名

両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能
の
障
が
い

心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、膀
胱
、

直
腸
、小
腸
の
障
が
い

免
疫
、肝
臓
の
障
が
い

障
が
い
の
程
度

１
級○○○

２
級○○

３
級×○○

■材料（４人分）
　小麦粉　 ……………………１１０ｇ
　スキムミルク ………………１０ｇ
　塩 ……………………………少々
　たまご ………………………１個
　牛乳　 …………………… １８０ml
　キャベツ　 …………………１００ｇ

プロセスチーズ ……………１枚
ボンレスハム ………………１枚
じゃがいも ………………中２個
コーン（缶詰）
　　　　 …………１４０ｇ（小１缶）
ソース ………………………適量
油 ………………………小さじ２

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

飯田（こども食部会）

大和田美知子さん



１８

　

少
年
少
女
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
教
室
が
、
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場
（
１
月
５
日
、
６
日
）、
裏

磐
梯
ス
キ
ー
場
（
１
月　

日
）
で

１３

開
催
さ
れ
、
２
回
で
１
６
０
人
が

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

教
室
は
、
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
、
コ
ツ
を
つ
か
ん

だ
参
加
者
は
ど
ん
ど
ん
上
達
し

て
、
広
大
な
白
銀
の
世
界
を
時
間

の
許
す
限
り
、
思
い
思
い
に
滑
っ

て
い
ま
し
た
。

白
銀
の
世
界
を
駆
け
抜
け
る

親
子
の
か
か
わ
り
を
大
切
に

　
　

月
１
日
、
那
珂
市
更
生
保
護

１２
女
性
会
が
「
わ
く
わ
く
親
子
料
理

教
室
」
を
開
催
し
、
幼
稚
園
か
ら

小
学
生
の
親
子　

組　

人
で
５
品

１４

３１

の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の

料
理
を
作
り
ま
し
た
。
食
育
が
推

進
さ
れ
て
か
ら
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
こ
の
教
室
は
、
家
庭
内
で
幼
・

少
年
期
に
親
と
の
か
か
わ
り
の
重

要
性
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
非
行
を
防
止
で
き
れ
ば
と
い

う
更
生
保
護
の
立
場
か
ら
の
考
え

か
ら
実
施
さ
れ
、
今
後
も
機
会
が

あ
れ
ば
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

昭
和　

年
１
月　

日
に
、
現
存

２４

２６

す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
の

法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画

が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
に
毎
年

１
月　

日
が「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

２６

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
い
て
も
運
動
の
一
環

と
し
て
、
１
月　

日
、
一
乗
院（
飯

２５

田
）
で
消
防
総
合
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
訓
練
は
、
重
要
文
化
財

の
搬
出
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
を

行
う
と
と
も
に
、
通
報
を
受
け
た

消
防
隊
が
出
動
し
、
消
火
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

一
乗
院
で
消
防
総
合
訓
練
を
実
施

梅
大
使
が
那
珂
市
役
所
訪
問

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま

２０

３１

で
、
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第

１
１
７
回
水
戸
の
梅
ま
つ
り
」
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
１
月　

日
「
２
０

２２

１
３
水
戸
の
梅
大
使
」　

人
が
那

１０

珂
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
２

月　

日
か
ら
３
月　

日
の
期
間

２２

１０

は
、
偕
楽
園
の
開
園
時
間
を
延
長

し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

梅
大
使
は
、　

月
ま
で
の
任
期

１２

中
、
水
戸
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か

茨
城
県
内
の
観
光
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま

す
。



広報なか２月号１９

�
家
庭
の
日
�図
画
�
作
文
表
彰
式
典

　
　

月
８
日
、
市
内
の
ボ
ラ
ン

１２
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
「
な
か
な
か
塾
」

が
、
那
珂
イ
ン
タ
ー
線
飯
田
押
敷

交
差
点
付
近
の
沿
道
で
、
植
栽
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

塾
生
の
ほ
か
水
戸
農
業
高
校
、

那
珂
高
校
、
な
る
み
園
、
東
海
那

珂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

　

人
が
３
０
０
０
本
の
花
を
沿
道

７０に
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
紅
白
の

葉
牡
丹
で
「
な
か
」
の
文
字
を
飾

り
付
け
、
仲
間
で
結
ぶ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う

心
が
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

�
花
�で
美
し
い
環
境
づ
く
り

瓜
連
お
は
や
し
保
存
会
が
演
奏
指
導

　

瓜
連
お
は
や
し
保
存
会
で
は
、

活
動
の
一
環
と
し
て
瓜
連
小
学
校

の
音
楽
ク
ラ
ブ
に
太
鼓
の
演
奏
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童　
２０

人
が
、
月
２
回
太
鼓
の
指
導
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
、
毎
回
終
了
時

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
夢
中
に

な
っ
て
演
奏
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
指
導
の
様
子
は
、「
大
好
き

い
ば
ら
き
県
民
会
議
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１２

２３

ぽ
ー
る
で
、
第
４
回
那
珂
市
民
吹

奏
楽
団
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
三
中
吹
奏
楽
部
と
の
合
同

演
奏
会
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
の

衣
装
に
身
を
包
み
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瓜
連
お
は
や
し
保
存
会

と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
も
行
い
、
会
場

に
響
き
渡
る
太
鼓
と
吹
奏
楽
団
の

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
美
し
い
音
色
が
響
く

　
　

月
８
日
、
第
８
回
家
庭
の
日
図
画
・
作
文
発
表
会
並
び
に
表
彰
式
典

１２
が
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
部
門
の
金
賞
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
作
文
の
部　

新
田
悠
（
菅
谷
小
１
年
）、
安
部

里
菜
（
額
田
小
２
年
）、
小
田
部
陽
菜
（
戸
多
小

３
年
）、
小
又
さ
く
ら
（
菅
谷
西
小
４
年
）、
平
山

一
輝
（
芳
野
小
５
年
）、
田
崎
宇
宙
（
菅
谷
東
小

６
年
）、
吉
野
祐
太
（
那
珂
一
中
１
年
）、
星
将
仁

（
那
珂
二
中
２
年
）、
高
橋
千
晴（
那
珂
四
中
３
年
）

■
図
画
の
部　

平
直
樹
（
菅
谷
東
小
１
年
）、
秋

山
陸
人
（
芳
野
小
２
年
）、
大
津
宏
太
（
菅
谷
東

小
３
年
）、
稲
田
陽
生
（
木
崎
小
４
年
）、
鈴
木
知

世（
瓜
連
小
５
年
）、
和
地
真
純（
芳
野
小
６
年
）、

熊
谷
日
菜
（
那
珂
二
中
３
年
）
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２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

３１
休館日

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

１１月１６日～１月１５日（敬称略）

井上　孝次 ３５，０００円
常陸鴻巣駅ふれあい駅舎
ワーキング委員会 ４，５１３円
水戸ヤクルト販売㈱ ５０，０００円
野木　利三郎 ２０，０００円
飯田芳陽会 ２４，６５７円
なかファミリーサポートセンター会
員交流研修会参加者一同 　１，５２０円
匿名 ３０，０００円
切手テレカボランティア　ポピー
 １４，３５０円
水戸友の会 ５，０００円
ガールスカウト茨城県第３７団
 １４，７３８円
日本ボーイスカウト那珂第３団
 ２２，２７２円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２９８－８８８１

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８４６人

　（平成２４年１２月末現在・

 前月比２５人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億２，１７８万円

　（平成２４年１２月・

 前月比４，０５０万円増）
※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

水戸ヤクルト販売㈱の皆さん

ガールスカウト茨城県第３７団の皆さん

日本ボーイスカウト那珂第３団の皆さん

� 人の動き �
那珂市の人口（１月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５７７人 （－８）
　女　　　２８，４５９人 （－２９）
　計　　　５６，０３６人 （－３７）
世帯数　　２１，４３１世帯　（－８）

○出生　３５人
○死亡　６７人

（１２月１日～３１日）

�������	

�������	
�

　１２月１７日、那珂ふるさと大使の
長須与佳さんより１００，０００円が市に
寄付されました。
　１０月２７日に開催されたチャリ
ティーコンサートの収益の一部で、
那珂市の災害復興に役立ててほし
いと寄付をいただきました。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ４期

○国民健康保険税（普通徴収）

 ８期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ８期

○介護保険料（普通徴収） ６期

納期限：２月２８日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５



広報なか２月号２１

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

３日　小野瀬医院 （後台）

 �２９５－２２２１

１０日　西山堂慶和病院 （鴻巣）

 �２９５－５１２１

１７日　かぼちゃクリニック （横堀）

 �３５２－１１０７ 

２０日　ルリア記念クリニック （中里）

 �２９６－３３３３

２４日　ののがき脳神経外科クリニック

 （中台）

 �３５２－０５５５

３１日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）

 �２９５－５３８６

■診療時間／９：００～１１：３０

※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい 

３月の休日当番医

日時／３月２２日（金）
　　　１０：００～正午、１３：００～１５：００
場所／市役所（本庁）　５階会議室
開設相談／

○行政相談

　国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望
○人権相談

　人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど
相談員／行政相談委員、人権擁護委員
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／３月６日（水）、１３日（水）、
　　２７日（水）
１３：００～１７：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

行政・人権相談を開設します

心配ごと相談

日時／３月１２日（火）１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

������

�������	
��


　１２月１２日、公民館まつりのバ
ザー・体験部会より７１，０２５円が市
に寄付されました。
　１１月１６～１８日に開催された公民
館まつりにおいて、「食の教室　ラ
イス」、「マドレーヌ」、「花遊会」、
「ラベンダーの会」の各団体が
行ったバザーや、エコクラフト教
室などの体験教室の益金を、那珂
市の災害復興に役立ててほしいと
して寄付をいただきました。

�������	
��

�������	
��

　１１月２２日、茨城県公共嘱託登記
土地家屋調査士協会より５０，０００円
が市に寄付されました。
　那珂市の災害復興に役立ててほ
しいと寄付をいただきました。

�������	


�������

　１２月１３日、五台地区まちづくり
委員会より１１，１１１円が市に寄付さ
れました。
　１２月９日に開催された五台ふれ
あいまつりの際に集まった募金
で、那珂市の災害復興に役立ててほ
しいとして寄付をいただきました。
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広報なか２月号２３

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会　片岡明選
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職業・役職等住所氏　名
画家、京都造形芸術大学教授京都府あおきよしあき青 木 芳 昭
（株）ユアテック相談役宮城県おおわだやすお大和田泰夫
宮千代加藤内科医院院長宮城県かとうじゅんじ加 藤 純 二
洋画家東京都く ろ だ け い こ黒田ケイ子
京都大学教授京都府こ に し さ と し小 西 哲 之
（株）宍戸国際ゴルフ倶楽部
代表取締役社長東京都さかもとよしのぶ坂 本 好 伸

（財）日本高等教育評価機構副理事長
前 明海大学学長千葉県たかくらしょう� 倉　 翔

音楽家東京都な が す と も か長 須 与 佳
（独）産業技術総合研究所
主任研究員つくば市ね も と た だ し根 本　 直

横浜国立大学大学院教授東京都ねもとよういち根 本 洋 一
京都女子大学教授大阪府はつせりゅうへい初 瀬 龍 平
音楽家東京都ま つ い え つ こまついえつこ
アナウンサー、音楽家東京都みやしたとしこ宮 下 敏 子
加賀電子（株）顧問、
那珂市立図書館名誉館長神奈川県よこすかしずお横須賀鎮夫

　協定を締結した法人は次
のとおりです。
○社会福祉法人ナザレ園
○社会福祉法人豊潤会
○社会福祉法人新世会
○社会福祉法人青燈会
○医療法人社団青燈会
○社会福祉法人実誠会
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　１２月２７日、市内で老人ホーム等を開設している６法人と災害
発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定を締結しま
した。この協定は市内に大規模な地震、風水害等が発生した場
合、市の要請に応じて災害時要援護者等のために、福祉避難所を
設置することについて定めたものです。
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　画家の青木芳昭さんが新
たに那珂ふるさと大使に任
命され、１月１７日に任命式
が行われました。
　青木さんは現在、京都の
大学で週３回、 膠 や墨など

にかわ

の日本画材の研究・指導に
尽力されているほか、飯田
のギャラリー「アカデミア・
プラトニカ」を主宰され、
若手芸術家の幅広い作品を
展示するなど、新たな時代
の芸術文化の発信に努めら
れています。

�������	
�（敬称略・５０音順）

賀詞交歓会に出席された那珂ふるさと大使の
皆さん（市長、副市長、教育長を囲んで）

青木 芳昭 さん

（京都府在住）

画家
京都造形芸術大学教授






